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　昨年は大久保理事長の下、事業担当副理事長として１年間活動させていただき、

皆様方のご支援ご協力を賜りまして誠にありがとうございました。おかげをもち

まして務めを終えることが出来ました事を重ねて感謝申し上げます。そして本年

は、第 57 代理事長を仰せつかりました。

　理事長という大役を全うできるかという不安の中、伝統ある萩青年会議所の理

事長を務めさせて頂けることに感謝するとともに、その大きな使命感と責任、緊

張感で身の引き締まる思いです。

　私は 2000 年に入会し 13 年目となります。これまでに多くの先輩方、現役会員

と活動することが出来、多くの事を勉強させて頂きました。皆様のおかげさまを

もちまして、昨年は創立 55 周年を無事に終えることができ、本年は県内の青年会

議所では一番最初に公益社団法人を取得することが出来ましたことを御礼申し上

げます。歴代の理事長が築き上げた JC を守りつつ、時代に合った JC を作り新し

い 56 年目へさらなる飛躍を目指していきたいと考えます。

　本年度のスローガンを、

　「煌めく瞬
と き

間へ～ Now or Never ～」といたしました。

　青年会議所は、その活動を通じて何か得るものがある、達成感や楽しさを共有

できるものでなければ、続けていくことはできないと思います。リーダーであろ

うがフォロワーであろうが、ひとりひとりが人生の主役であるのと同じように、

それぞれが青年会議所においても主役であってほしいと願います。

　自分が煌けば自分の周りを、地域を照らすことができる。そしてその明るさは、

伝播し全体が煌く社会が開けてくるはずです。そしてその行動を起こすのはいま

しかないのだと自覚し、覚悟と気概をもって邁進していきたいと思います。

　最後に我々の活動にご理解とご支援を賜りますとともに、皆様にとりまして素

晴らしい１年となりますよう心から祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただ

きます。本年１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。
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